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令和5年7月5日

担当課 大和平野中央田園都市構想周辺警隠

担当者岡橋吉田

件 名 |大和平野田園都市構想に関する三宅町石見地区説明会の開催について

下記日程にて、県大和平野中央構想・スタートアップ推進課より

石見地区説明会が開催されます。(資料参照)
ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

本文
議員皆様におかれましては本会の傍聴についてご案内いたします。

県の考え方と整備内容の再検討について説明されます。

目的
一一・ーーーー一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一

対象者 |地権者 地元関係者 (石見自治会・石見耕地組合)

日 時 |令和5年 7月20日 (木曜日)午後6時30分，...， (受付開始午後6時)

場所 |石見公民館

概要

周知

方法

備考

出席者:奈良県知事、三宅町長

広報誌 ( 月号)

プレスリリース

HP掲載 ・フェイスブック

。 その他 (案内文書の送付)

※ 添付資料 (圃・ 無 ) 地権者あての案内文写し



|※参考)各地権者への案内文 (写し)I 
大和構ス第

令和5年月

Eヨ
下':i

日

三宅町石見地区

00 00 様

奈良県大和平野中央構想・スタートアップ推進課

大和平野中央田園都市構想に関する

三宅町右見地区説明会の開催について(ご案内)

平素より、奈良県行政へのご理解ご協力を賜り厚く御礼を申しょげます。

さて、標記の事業については、皆様にご協力をいただき、「県立工科大学 (仮称)を核と

したスタートアップヴィレッジ (産業の活性化)Jをテーマとしたまちづくりに向け、県と

三宅町が連携して取り組んできたところですが、この度、整備方針について再検討するこ

とといたしました。

つきましては、事業にご協力いただきました三宅町の関係者の皆様を対象に、県の考え

方等について、下記のとおり説明会を開催させていただきますので、ご案内いたします。

コい-T-ロ

日 時 : 令和5年7月20日 (木)1 8時30分開始 (受付 :1 8時00分-)

場所: 石見公民館

出席者: 奈良県知事山下真

三宅町長 森田浩司

【連絡先】 奈良県文化 ・教育・くらし創造部

大和平野中央構想・スタートアップ推進課

担当 :山口、堀池、東

電話 :0742-27-8946 (直通)
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||大和平野中央田園都市構想 |I3句人初刊&口

拠点整備テーマ

対象地区 テーマ

川西町下永地区 スポーツと食と農が融合するウ工jレネスタウン

宅町石見地区
知的交流が広がる県立工科大学(仮称)と

ス?プげYゴゴィ'_k~ むわω

田原本町
スタジアムをキ亥としたウ工jレネスタウン

阪手北・西井上地区

-・・ ~jliUß '=:~ ar:o ~ i1!! 1& EZ冨窪BI彊彊I!TM#I翠軍司置1m

税J
A 

-・・I~YM.t羽目E田宮間司・・・

国型m宰型空塑E戸町司

| プロジェクト用地 (川西町下永地区:山a11

| 戸山ト用地 {図原本町傾斜t ・酎土地区 ~~~11

1 



l大和平野中央田園都市構想
三宅町石見地区

知的交流が広がる県立工科大学(仮称)とスター卜アップヴ、イレツジ

・地域産業の活性化につながる優秀な人材育成等を担う 「県立工科大学(仮称)J 
・新たな県内産業を育成するスタートアップエリア

・起業家、研究者・学生、地元企業、地元住民等、 様々な人が交流する工リア

※施設整備にかかる費用 約320億円 (類似事例より) 2 



事業見直しを行った理由 初旬要(1).{t"話3多qクチ「

0大学や大学院の高等教育機関を設置するのは、そもそも国立大学法人や私立の学校法人の役割。

O県が大学等を設置するには、特別な必要性や県への大きなメリッ卜などの意義が必要。

....県が大学等を設置する意義① ・・・養成した人材の多くが県内ヘ就職 似幻川家附白人、
~レ~ヘ..--v

・しかし、完 里埋立大学ぞ奈良玄呈本学を見ると、卒業生のうち県内就職者数は1割程度。在学者のうち県内

出身者数明陣~. /}例μ)川釘バグ勺
0奈良県立大学における卒業生の状況 (2022年度)

-E霊童軍調・・E冨置霊彊歪彊
153人 17人
-・EE---1 
11.10/0 / 

※出典:独立行政法人大学改革支援母位闘機構"大学ポートレード'より向 ¥

O奈良女子大学における卒業生の状況 (2010"'2021年度累計)¥ 

-E霊童-・圃璽置置彊翠置-・EEE--
5，445人 427人 7.80/0 

※出典 :奈良国立大学機構資料より作成

当 新たに大学等を設置しても県内への就職鰍

-・EE--
制人 77人 11 ( 12ω 

※出典:奈良県立大学CAMPUSGUIDhぉ，~成

-塁盟・1
‘"''VヘJ

40人
-EE--

8.10/0 



叫が大学等を設置する意義②…知贈摂笑喫賢望号進む

・県内には、奈良先端科学技術大学院大学、奈良女手太妻、奈良県立医桜太さお国立奈良工業高等霊門

学校などの大学等があり、産業界E番蚕あ扇定を締結するなど、既に取組が進められている。
(例)奈良女子大学 ×森精機

-マシニンゲセンタ技術を活用したカリキユラムの考案

-奈良商品開発センタでの実習などを行い、工学系の女性育成を支援

(例)奈良女子大学 ×大和ハウス

.r共育・共創Jをテーマとした教育研究会の実施
-奈良女子大学中等教育学校における連携講座の実施

=今

》その他、懸念されること

(例)奈良県立医科大学×よい仕事おこしフ工ア実行委員会(全国の信用金庫で構成)

. r軟骨伝導」等の技術を活用した新商品開発
・同技術を奈良中央信金の窓口業務な日こ活用していく取組

ヂ内向ふう ~á" 今~. 11~ 公ぺ '
---丈f勾弘?ハ伺安、れ・戸球ペ ー

手仰い ηLフレ どめ).e.明ムわ

-人口減少、少子化が進む中、後発で新設大学を開学してもブランド力が無いため、 優秀な学生を集めるのは
難しし1。

既存の大学から優秀な教授(研究者)を慨すること、また、その継続には多額の費用廼?要。 4
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~r大和平野中央田園都市構想Jに位置づけられている 3 つの拠点整備計画

。11西町下永地区、三宅町石見地区、田原本町阪手北・西井上地区)に
ついては、再検討させていただきたい。

》ご協力いただいた用地については、地域の発展、ひいては県政の発展に資する

よう、県と3町で協議しながらその活用方策を検討していきたい。

6 



<参考>

三宅町は若者人口が少なく、高齢者の割合が高い。人口減少対策が求められる。

総人口に対する 総人口に対する
総人口 若者(0"'29歳)人口の割合 高齢者 (65議以上)人口の割合

議良県(千人}
1，60。

800 

60。
.0。

200 

三宅町 (人}
10，00。

6，000 

5，000 

4・，000

3.0∞ 

2，00。

怖 % 49.0 

29.0 
27.3 48.0 

27.0Z.4 • .• 2h司、2.・5.・.8Fh』』2a4・.・9 
43.0 

25，0 

23.0 

Xふ2
~ 38，0 

21.0 

18.6 33.0 
19.0 

17.0 

2015li' 2020年一 20岬 2035li' 2040年 2045年 | 2015年 2020年 2025年 2030年 2035li' 2040年 2045年
ー・ー奈良県 ~・三宅町

20024= 2020修 20251事 2030~ 2035毎 2000・事 2045. 

ー唱ド 奈良県 ー・ー 三宅町 ー・回奈良県 ・。・三宅町

※出興 :国立社会保障.人口問題研究戸所庁 1/日本の地I域或別将来推計人口 (平成30年推言計十竹)1/及ぴ奈良県/J年齢別人口調査，
図中、2025年以降は将来推計

このため、若者の流出抑制と産業活性化等をテーマとして、今後の用地活用方策を検討。

三宅町総合計画(抜粋)

今後のまちの方向性 ~施策の大綱~

1.子どもの「笑顔Jはみんなの元気~子育て~
2.あったらいいなを「カタチ」にする~産業~
3.みんないきいき「支え合うJまち ~福祉~

4.みんなの「学びたい」をかなえる ~地域教育~
5.日々 の暮らしに「潤いJを ~安心・安全、生活基盤~
6.みんなで創る三宅の「ミライJ"-.J協働・行財政~ 7 



拠点用地の管理方針

0除草・搬出処分

・年3回
-実施時期
( 1回目: 7 月、 2 回目 :8~9 月、 3 回目: 10~11月を予定)

0その他

・不法投棄監視
.排水設備の管理

・農業用水及び周囲の耕作に悪影響を及ぼさないよう日常的に目視など

8 


